
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7MHz 帯でアマチュアバンドが拡張され使用できる周波数の幅が 2 倍になりました。多くのアンテナ

では 7.2MHz に近づくと SWR が急峻に高くなり、無線機に装備されたアンテナ・チューナに頼るのは

少し心配です。大切な無線機にストレスを与えることなく、よく調整されたアンテナで QSO を楽しみ

たいものです。バンド幅が拡張され、既にアンテナ対策を終えられた 7MHz 愛好家の方も多いと思いま

すが、筆者は 730V-1A（クリエート・デザイン社の 7MHz、14MHz、21MHz、28MHz、50MHz をカ

バーする V 型ダイポール・アンテナ）を、今回拡張された 7.1MHz～7.2MHz に使用できるように対策

を講じ、性能面でも使い勝手の面でも共に、とても良い結果が得られました。 

更に欲張り、730V-1A で昨年拡張された 3.5MHz～3.8MHz をカバーできるようにし、HF 帯のハイ

バンドのコンディションが悪い冬場や夜間帯に、3.5MHz～3.8MHz で QSO が楽しめるよう、機能追加

しました。本誌を愛読されている方の中には 730V-1A を使用して 3.5MHz に QRV するのは一見、乱暴

な使い方と思われるかも知れませんが、固定局用としても半固定の移動局用としても、必要な性能を十

分に備えた、3.5MHz～3.8MHz 用のアンテナに変身したとおもいます。 

私は年に数回 3 エリアのとても自然が豊富な所に車で QSY します。アンテナの建設や撤去に多くの

時間を費やすことはできず、またモービル用アンテナでは物足りなさを強く感じ、ワッチする気も起き

ませんでした。何か良い解決方法はないものだろうか？と QSY する度にアンテナ対策を考えていまし

た。3.5MHz から 50MHz まで、HF 帯の主なアマチュアバンドを 1 本のアンテナでカバーできる究極

のアンテナ（筆者の満足度が極めて高いために使う表現方法）を本稿でご紹介いたします。製作の方法

についても、詳しく記述いたしました。730V を愛用されている方は、ぜひチャレンジしてみてくださ

い。本稿で紹介する内容は、他社の 7MHz 用アンテナでも参考にしていただけると思います。 

 

 

 

 図 1 が、新たに製作した 730V-1A 用のマッチング回路図です。3.5MHz 用モータドライブ式可変イン

ダクタとインピーダンス整合用のマルチ・アンアン、7.2MHz 用の高圧コンデンサ、そしてバランと大

型のリレーで構成されています。7.2MHz 用のコンデンサは 200pF（1kV）を 1 つ、マルチ・アンアン

はタップ式、可変インダクタンスは直径 42mm のパイプにコイルを 30.5 回巻き、バランのコアーには

3.5MHz～50MHz でも使える#61 材を使用しました。 

ｸｸﾘﾘｴｴｰーﾄﾄ･･ﾃﾃﾞ゙ｻｻﾞ゙ｲｲﾝﾝ社社のの 773300VV--11AA をを  

33..55～～33..88MMHHzz とと 77..11～～77..22MMHHzz でで  

使使用用可可能能にに大大変変身身ささせせるるレレポポーートト  

出出野野  義義則則  ((YYoosshhiinnoorrii  IIddeennoo))  JJAA11BBBBEE 

33..55MMHHzz 帯帯やや 77MMHHzz 帯帯でで拡拡張張さされれたた周周波波数数ににもも QQRRVV 可可能能  

33..55MMHHzz～～33..88MMHHzz、、77..00MMHHzz～～77..22MMHHzz 帯帯、、1144MMHHzz、、2211MMHHzz、、2288MMHHzz、、5500MMHHzz のの  

アアママチチュュアアババンンドドでで利利用用ででききるる、、究究極極ののアアンンテテナナにに挑挑戦戦  

１．730V-1A 用マッチング回路図 
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図１ 730V-1A マッチング回路図 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 完成した BC80  

写真 2 完成した BC80 の内部機構 



 

 

 

マッチング・ユニットとコントローラに必要な主な部品を表１に示します。 

No 部  品 メーカ・規格・仕様・用途 購 入 先 備  考 

01 防雨ケース タカチ電機工業 (BCAP203015G) 町田 サトー電気  

02 アクリルパイプ 外径 42mm 長さ 65mm 2 個 はざい屋  

03 アクリルパイプ 外径 24mm 長さ 65mm 2 個 はざい屋  

04 アルミパイプ 外径 50mm 長さ 40mm 2 個 志摩工業  

05 アルミパイプ 外径 30mm 長さ 40mm 2 個 志摩工業  

06 ギヤド・モータ ツカサ 47C-LG-44-KA 12Ｖ ｴﾌｱｰﾙﾗｼﾞｵ・ﾗﾎﾞ DC12V  

07 ネジ式シャフト 6mm ホームセンター       

08 ジョイント 6mm 町田 サトー電気 ﾓｰﾀとｼｬﾌﾄの結合用      

09 端子台 10P 秋葉原       

10 マイクロスイッチ 2 個 秋葉原       

11 テフロン線 1mm 4m 秋葉原小柳出電気 ﾏﾙﾁ・ｱﾝｱﾝ用 

12 リレー Pnasonic 250V 5A 12V 8 個 秋葉原 DC12V 

13 ホルマル線 直径 1.6mm 長さ 10m 町田 サトー電気  

14 バリコン 200P 1kv 秋葉原  

15 コアー FT140-61 バラン用 町田 サトー電気  

16 コアー FT240-61 マルチ・アンアン用 町田 サトー電気  

17 基板 自作 町田 サトー電気  

18 同軸コネクタ M 型 手持ち品  

19 ロータリスイッチ 5 接点 手持ち品  

20 モメンタリ SW 両ハネ 秋葉原  

表１ マッチング・ユニット部品一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．マッチング・ユニットに必要な部品一覧 
ｴﾌｱｰﾙﾗｼﾞｵ・ﾗﾎﾞ http://www.fr-radio.com/ 

ｻﾄｰ電気 http://www2.cyberoz.net/city/hirosan/jindex.html 

http://www.fr-radio.com/


写真 3 はリレーを並べる基板です。 

透明テープを貼って、カッターナ 

イフで剥いでエッチングし自作し 

ました。 

 

 

 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 4 は基板にリレーを並べた様 

子です。8 個のリレーを使いまし 

た。1 接点が 5A で 1kw には耐え 

ますが、念のため 2 つの接点を使 

って 10A まで可能にしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 3 自作した基板 

 

写真 4 基板に並べたリレー 



 

 

 730V-1A を 7.0MHz～7.2MHz で使用できるようにする方法は、 

●730V-1A のエレメントを少し短くして、共振周波数を高くする方法 

●給電部にコンデンサを挿入し、共振周波数を持ち上げる方法 

があります。 

CW 運用も SSB 運用も楽しみたい場合は、7.0MHｚ～7.2MHz の 200kHz をカバーせねばなりません。 

給電部に 200pF の可変コンデンサを片側に挿入して、共振周波数を 7.200 以上に上昇させる方法を今

回採用しました。ハイパワーで用いる場合も考慮し、耐圧のみでなく十分な電流が流せる可変コンデン

サを使います。図 2 に 730V-1A の共振周波数を上昇させる方法を図示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 730V-1A の共振周波数を上昇させる方法 

 

   

 730V-1A は、21MHz において 7MHz の 3 次高調波で共振させる工夫がもともとされています。よっ

て、エレメント長を弄るのは避けねばなりません。コンデンサで 7.2MHz へ一旦持ち上げ、図 1 に示す

L2 の可変インダクタを使って、7.0～7.2MHz の何処にでも共振させるようにしました。 

 

 

 

 

３．730V-1A を 7.0MHz ～ 7.2MHz で使用する方法 

バラン

 



【他のアンテナでも同様の実験で検証 その１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         表２ 挿入する高圧コンデンサと AFA-40 の SWR 変化 

 

AFA-40 の SWR は何ら対策をしなくても、 

我家では 7.2MHz で 1.8 以内に収まっています。 

運用上問題を感じることはありませんが、何も対 

策しないとリアクタンス成分が現れ、共振が不十 

分になることから、対策をしておくのがベターだ 

と思います。我家では写真 3 を AFA-40 の 

同軸（無線機側）に挿入して利用しています。 

 

                          写真３ AFA-40 の対策品 

筆者はクリエート・デザイン社の 7ＭＨｚ用 2 エレメント（AFA－40）を 7.03 に調整して固定局用と

して使用しています。このアンテナに 800pF のコンデンサを１つ同軸ケーブルに接続して試したとこ

ろ、7.0MHz～7.2MHz で SWR が 1.3(7.0MHz)～1.4(7.2MHz)に収まり、全く問題なく連続的に使用

できることが検証できました。ビーム特性にどのような変化や影響が出ているか詳しく調べていませ

んが、通常の送受信運用において問題は全く感じず、以前に比べてより快適なアンテナに変わりまし

た。本誌読者の方へ参考情報として報告します。 

表 2 に AFA-40 に高圧コンデンサ 800pF を１個挿入した場合、2 個パラレルに挿入した場合、何も

挿入しないノーマルの場合の SWR 変化をグラフに示します。 
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【他のアンテナでも同様の実験で検証 その２】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

伝送路に同軸ケーブルで自作した 800pF の 

コンデンサを挿入する方法を、図 3 に示します。 

高圧コンデンサの入手が難しい場合など、参考 

にしてください。コンデンサとして利用する部 

分は、丸めても束ねても大丈夫です。ファラデ 

シールドしておくとより安全です。 

材料は全て 5D2V の同軸です。同軸でコンデン 

サを作成すると、バンド幅がかなり広くなり、 

使い勝手のよいアンテナに仕上がります。 

 ３EL や４EL の 7MHz 用ビーム・アンテナ 

でも 800pF のコンデンサを１つ挿入すれば十 

分だと思われます。筆者はこれらのアンテナを 

所有していませんので、検証はできておりま 

せん。何方か、試してみて頂けると幸いです。 

気を良くして更にナガラの T512GX-3040 にも 800pF のコンデンサを二つ挿入して試してみました。

無調整にもかかわらず筆者の環境下では 7.01MHz～7.20MHz で問題なく利用できることが検証でき

ました。アンテナを微調整すれば、7.0MHz～7.2MHz で使用できると思われます。給電部に高圧コン

デンサを挿入すると、共振周波数が上昇すると共に、利用可能なバンド幅が少し広がります。容量の

異なるコンデンサを挿入すると、かなりバンド幅が広がります。 

図 3 自作８００ｐF コンデンサ 
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表３ 挿入する高圧コンデンサと 

T512GX-3040のSWR変化 



 

 

 

730V-1A を 3.5MHz～3.8MHz で使用できるようにする方法は、 

●7MHz 帯のエレメントを利用して、給電部分に可変できるインダクタを加え、目的周波数に共振

させておき、インピーダンスを 50Ωに調整する方法 

●エレメントの先端に 7.0MHz に共振したトラップを加え、エレメントを伸ばして 3.5MHz にも共

振させる方法 

などが思いつきます。730V-1A で 3.5～3.8MHz まで使用可能にできれば、1 本のアンテナでほぼオー

ル・シーズン QSO を楽しむことができます。しかし、バンド幅が広くてかなり難しいテーマです。 

 

 筆者は前者の解決方法を選択し、730V-1A に可変インダクタ（直径 42mm 30.5 回巻き＊2 個のコイ

ル）を給電部に挿入して、3.5MHz に共振させることにしました。インピーダンスが低くなるので、マ

ッチングにマルチ・アンアンを加えてインピーダンスを 50Ωに調整しています。 

 

3.6 MHz,3.7 MHz,3.8MHz への周波数変更は、アルミパイプで 2 個のシリンダを作成し、このシリン

ダをコイルの外側に被せ、被せる量でインダクタンスを可変できるようにしました。深く被せるとコイ

ルのインダクタンスが小さくなり、浅く被せるとインダクタンスが大きくなる構造です。 

シリンダの移動は DC12V のギヤド・モータでネジ式シャフトを回転させ、このシャフトに取り付け

たシリンダをコイルの外側で移動させています。使用する周波数に応じてシリンダの位置を調整し、ア

ンテナを目的周波数に共振させて使用します。共振の確認や調整はアンテナ・アナライザ（MFJ-269）

を利用して正確に行います。 

写真 4 にインダクタンスを調整するためのピストン＆シリンダの構造図を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．730V-1A を 3.5 ～ 3.8 MHz で使用する方法 

 

写真 4 ピストン＆シリンダの構造 



 

 

ギヤド・モータは、ツカサの 47C-LG-44-KA 12V を使っています。シリンダの移動が早すぎること

もなく遅すぎることもなく、調度よいスピードで動かすことができます。DC12V なので車のバッテリ

ーを電源に利用することも可能です。このギヤド・モータは移動運用にも適していてトルクも十分にあ

ります。 

 ピストンの位置検出は、写真６の中央部に写っているスライド・ボリュームの電圧を測定し、コント

ロール・ユニットの電圧計にその値を指し示すようにしました。この電圧計でシリンダのおおよその位

置が判ります。ギヤド・モータを正回転或いは逆回転させてシリンダを移動させますが、電圧計を眺め

ながらスイッチ操作すると、シリンダを挿入しているのか、抜いているのかも同時に判ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＤＣモータの駆動方法 

 

写真 5 スライド抵抗器で位置検出 



 

 

（可変インダクタンスの原理について解説） 

 

μ同調の原理やヒステリシス曲線についてご存じ 

な方なら直ぐにご理解して頂けると思います。 

コイルに磁性体を挿入するとコイルの結合度 

が増し、磁性体の挿入量に応じてインダクタンス      図４ シリンダ＆ピストンの断面図 

を可変させることができます。但し、磁性体はあ 

る電力値で飽和することから、この方法を送信系で使用されることは殆どありません。送信系において

は、バリ L とも呼ばれる、ロータリ式可変インダクタンスを用いるのが一般的です。しかし、ロータリ

式可変インダクタンスは高価で最近は入手がかなり困難になりました。 

 そこで、今回用いた可変インダクタンスは図４に示す、コイルの中又は外に銅パイプ又はアルミパイ

プを挿入又は被せてコイルと銅パイプ間に発生する線間容量や磁束量を増減させて、インダクタンスを

可変させる方式です。銅パイプをコイルに深く挿入すれば、コイルと銅パイプ間に発生するキャパシタ

ンスが大きくなりインダクタンス成分を打ち消す量が多くなると同時に、コイルが作る磁束で銅パイプ

やアルミパイプに渦電流が生じ、その渦電流で打ち消す磁束を作り、コイルの相互間で働く相互インダ

クタを減らし、その結果インダクタンスは小さな値を示します。一方、浅く挿入すると、コイルと銅パ

イプ間に発生するキャパシタンスは小さく、コイルの相互間で働く相互インダクタは多くなり、コイル

単独のインダンクタンス値を示します。 

 磁性体をコイルに挿入してインダクタンスを可変する原理と動作は全く正反対ですが、コイルの近辺

（コイルの内側でも外側でも可能）に円筒の導体を近づければ、渦電流が作る磁束の影響でインダクタ

ンス値を小さくすることができます。銅パイプやアルミパイプは磁性体と性質が異なり飽和することも

なく、大電力を取り扱う場合の可変方式として便利です。但し、ロータリ式可変インダクタンスは、イ

ンダクタンス値をゼロにすることができますが、今回採用した方法ではインダクタンス値をゼロにする

ことはできません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



 

 

 730V-1A に標準装備されているバランは使いませ 

ん。取り外し、大切に保管しておいてください。 

 

 3.5MHz から 50MHz まで利用できる広帯域な 

バランを製作するのは初めてです。いくつか作成し 

てスペクトラム・アナライザで確認してみました。 

HF 帯でよく利用されている構造はどれも、30MHz 

を超える高い周波数領域で 5dB 以上の減衰が認め 

られました。従って、#61 材のコアーにテフロン 

同軸を 11 回巻くフロート・バラン（写真７）を製 

作してみました。 

この方法だと比較的大きな電力にも耐えられ 50MH 

z まで問題なく利用できます。 

写真 8 は作成したフロート・バランの特性です。 

周波数に関係なく一定の特性を示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真７ バラン 

写真８ バランの特性 

４．バランの製作 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.5MHz～3.8MHz と 7.0MHz～7.2MHz のインピーダンス整合に使用したマルチ・アンアンの回路図

を図 5 に示します。入力に 50Ωの同軸を使用したときの変換表を表 4 に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＩＮ側の端子①～⑯、OUT 側の端子①～⑯に接続を変更することで、様々な比率に変換できます。

IN が⑪で OUT を④にすると 50Ω：12.5Ωとなり 4:1 のインピーダンス変換が可能です。IN が④で

OUT が⑦にすると 50Ω：102Ωとなり、凡そ 1:2 のインピーダンス変換が可能です。 

アンテナは設置する環境から様々な影響 

を受け、インピーダンスが変化します。 

このマルチ・アンアンはアンテナの設置環 

境に応じて、最適なインピーダンス変換を 

してくれます。表４は、アンテナのインピ 

ーダンスを示し、IN タップと OUT タップ 

の選び方を示しています。 

この表からも判るように、目的周波数に共 

振しているヘルツ式アンテナであれば、殆 

どのケースでインピーダンス・マッチング 

させることができます。 

 

５．インピーダンス整合用 マルチ・アンアンの製作 

写真９ マルチ・アンアン 

 

図 5 マルチ・アンアン 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯
IN OUT

 

 

表 4 マルチ・アンアン変換表（入力 50Ω） 



写真 9 が作成したマルチ・アンアンです。1mm のテフロン線を使いコアー（FT-240#61）に 20 回巻 

してタップを 16 個設けています。 

LC を用いたマッチング方式に比べこのマルチ・アンアンは広帯域で 3.5MHz～3.8MHz で、SWR を

1.1 以内にすることができます。LC 方式だとどうしてもバンドﾞの端で SWR が 1.5 程度になりますが、

トランス方式を採用したことで、より完璧に仕上げることができました。 

また、LC 方式に比べ共振点がずれることもなく、リアクタンス成分がゼロの所（共振点）でインピ

ーダンス整合をさせることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Building and Using Baluns and Ununs の著者 Jerry Sevick(W2FMI)さんの本は、アンテナの製作

にとても役立ちます。バランやアンアンの作成方法について、多くの写真を取り入れとても詳しく、

解り易く説明されています。ぜひ、参考にしてください。写真 9 のマルチ・アンアンは Jerry Sevick

さんの本を参考に実験を重ね製作しました。 

 

 

 



 

 

 写真 10 が完成したマッチング・ユニットです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 10 完成したマッチング・ユニット 

５．完成したマッチング・ユニット 

 



写真 10 のマッチング・ユニットを防雨ケースに収納して、アンテナの給電部（写真 11）に取り付けま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実験中は、50MHz 用のエレメントは外して実施いたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１１ アンテナの給電部に設置 

 



 

 

 

写真 12 はコントロール・ユニットです。10 芯のケ－ブルで本体と接続します。シャック内や、移動

地では車内からマッチング・ユニットを遠隔操作して使用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ コントロール・ユニット＆マッチング・ユニットの制御回路 

 

 

 

  

ロータリ・スイッチが A の位置では、3,5MHz～3.8MHz で使用、B の位置では 7.0MHz～7.2MHZ C

の位置では 14MHz,21MHz,28MHz,50MHz で使用し Up/Down で SWR 調整が可能です。D の位置で

は 7MHz,14MHz,21MHz,28MHz,50MHz で使用し SWR 調整はできません。E の位置は使いません。

モータのスイッチは中間点が停止、上側に倒すと正回転、下側に倒すと逆回転の操作ができます。

3.5MHz から 3.8MHz までの移動時間は約 10 秒です。回転慣性も生じず、スイッチから手を離せば最

良点でピストンを停止させることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

６．コントロール・ユニット 

 

写真 12 コントローラ 



 

 

 730V-1A のエレメント自体を伸縮させる調整は一切しません。マッチング・ユニットのみの調整です。

コントロール・ユニットを 3.5MHz の位置にセットします。マルチ・アンアンは外し、その間を短絡し

て、可変インダクタンスを通じて 730V-1A に給電できるようにしておきます。最初に、アンテナ・ア

ナライザを 3.5MHz～3.8MHz の中間点 3.65MHz に合わせ、ギヤド・モータを操作し共振点（リアク

タンス成分がゼロになる所）を探します。シリンダの位置がほぼ中間点で共振点が見つかります。この

状態で、マルチ・アンアンを結線し、タップを切り替えながら SWR の最良点を探し出します。概ね 4:1

のタップで最良点が得られます。アンテナ周辺の環境（地上高、家に近い、上空に電線があるなど）に

より、タップ位置を変えて確認します。MFJ-259B や MFJ-269 などのアンテナ・アナライザを利用す

れば、アンテナのインピーダンスを測定できます。10Ωや 8Ωの結果が得られれば、後は計算でタップ

の位置を決めても大丈夫です。手順は IN 側を１つずらし、OUT 側を全て調べる手順を繰り返し行いま

す。なるべく SWR が 1.0 になるタップを選びます。SWR は必ず 1.0 になる組み合わせがあります。調

整作業はこれで終了です。 

次にバンド・エッジでの状況を確認するために、アンテナ・アナライザの周波数を 3.5MHz にして、

ギヤド・モータを操作しシリンダを下降させます。3.5MHz で SWR が 1.1 程度になることを確認しま

す。今度は、アンテナ・アナライザの周波数を 3.8MHz にし、ギヤド・モータを操作しピストンを上昇

させます。3.8MHz でも SWR が 1.1 程度に収まることを確認します。これで、3.5MHz～3.8MHz のす

べてに使用できます。最初は手が届く高さに設置して、調整すると短時間で調整作業を終えることがで

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．調整方法・調整作業 

730V-1A は、メーカのマニュアルに従って 7.05MHz 近辺に予め調整されているものとして記載し

ています。また、エレメントをⅤ型で利用すると、エレメント間の相互作用が強くなり、周囲の影

響を受けにくくなります。エレメントを水平に近付ければ、地面からの影響を受けやすくなります。

エレメントを水平にするとバランス性に優れたアンテナとして動作します。ハイパワーで利用する

場合には、地上高を高くしエレメントを水平にすると、電波障害などが発生しにくくなります。 



 

 

 表 5 に地上高 2m に設置した時の 7MHz 帯における SWR 特性を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            表５ 7.0MHz～7.2MHz のＳＷＲ特性（地上高 2m） 

 このケース（地上高 2m）において 7.05MHz や 7.08MHz や 7.11MHz を最良点にして測定しました。

このケース（地上高 2m）で 7.0～7.2MHz を SWR1.1 以内に収めることができます。 

  

 表６は地上高 2ｍで、3.6MHz 帯のバンド幅を測定した結果です。 

中心周波数の上下 10KHz、約 20KHz 幅 

であればシリンダを再調整せずに使用でき 

ます。 

シリンダを調整すれば、3.5MHz～3.8 

MHz は SWR を 1.0 や 1.1 程度で使用 

することができます。表６のグラフから 

比較的 Q が高いアンテナだと思います。 

 

 

                        表６ 3.6MHz でのバンド幅 

 

 

 

 

８．改造後の 730V-1A の特性 

730V-1A

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

6.90

6.92

6.94

6.96

6.98

7.00

7.02

7.04

7.06

7.08

7.10

7.12

7.14

7.16

7.18

7.20

7.22

7.24

7.26

7.28

7.30

周波数

V
S
W

R ノーマル

８００ｐF＊１

８００ｐF＊２

 

3.6MHzでのバンドワイズ

1.0

1.2

1.4

1.6

1.8

2.0

2.2

3.58 3.59 3.6 3.61 3.62 6.24

周波数

V
S
W

R

VSWR

 



 

 

 1 本のアンテナ 730V-1A で、3.5MHz～3.8MHz、7MHz 帯、14MHz 帯、21MHz 帯、28MHz 帯、

50MHz 帯を楽しめるようになりました。給電点の高さは地上高 2ｍから使用できます。移動運用（車

で移動し半固定で使用）においてこの程度の高さで使用できると、場所選びも比較的容易です。少し風

が吹いていても、一人で安全にアンテナを設置することができます。アンテナ全体の重量は軽く、伸縮

ポールなどを使用すれば移動先でもアンテナの地上高をそれなりの高さにすることができます。 

なるべく、高く設置して使用されることをお勧めします。我家で地上高 2ｍに設置すると、ほんの少

しですが耳障りなノイズを感じます。蛍光灯やエアコンのインバータから発するノイズだと思います。

高く設置すると受信感度も SN 比も良くなります。 

 3.5MHz～3.8MHz がフルにカバーされているので、3.5MHz 帯のバンドが混雑している週末などに

は、3.6MHzや3.7MHzでQSOが楽しめます。地上高20ｍのCD78Jrと地上高2ｍの730V-1Aで3.5MHz

の性能比較をしてみました。受信において S メータの振れは、S にして 2 つから 3 つぐらい差が現れま

した。送信のレポートでは、相手先の S メータの振れが、やはり 2 つから 3 つぐらい差があるとの事で

す。地上高を同じにすれば、この差はかなり縮まると思います。地上高 2ｍでも聞こえる局なら一発で

コール・バックがあり、3.5MHz 帯で十分に QSO が楽しめます。 

730V-1A をメーカ仕様のまま 7.1MHz～7.2MHz で使用するには SWR が高くなり、かなり無理があ

ります。少し工夫を加えることで、この問題も解決できます。拡張された 7MHz 帯でも多いに楽しめる

究極のアンテナに大きく変身しました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       写真１３ 地上高 2m に設置した 730V-1A（相模川高田橋の河原にて） 

９．評価・まとめ 

 



写真 13 は、相模川の高田橋の河原に設置した 730V-1A です。アンテナの設置はとても簡単で、エレ

メントを繋ぎ、ボルトを絞め、マッチング・ユニットを取り付け、ケーブルを繋ぎ終了です。設置に要

する時間は約 10 分でした。3 エリアへの QSY には、アンテナ一式を愛車に積み込み、思う存分移動先

で QSO を楽しみたいものです。730V は、多くの方が愛用されているアンテナだと思います。少し工夫

するだけでの対策で、拡張された 7.1 MHz～7.2MHz で使用できます。どうぞ、皆さん試してみてくだ

さい。 

 最後に、本実験に部品を供給してくださった、サトー電気の佐藤さん、部品の供給と共にとても貴重

なアドバイスをしてくださった、コリンズのメンテナンスやマグネッティク・ループ・アンテナや EH・

アンテナの開発で名高い、エフアール・ラジオ・ラボの上銘さん（JA3FR）のお二人に、心から感謝と

お礼を申し上げます。 

 


